
1F ギャラリーのご案内
GALLERY
開館時間／10：00～19：00（最終日は18：00まで） ※入場／無料
休 館 日／木曜日

（GALLERY企画ご案内 裏面に続く）

TEL. 022-723-0538  
東北工業大学 一番町ロビー

〒980-0811
仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）
FAX. 022-263-8606
E-mail：lobby@tohtech.ac.jp
http：//www.tohtech.ac.jp/

お問い合わせ
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「みやぎの伝統こけし」（10/26～10/31 第1回みやぎ伝統工芸士逸品展より）

イベントのご案内
一番町ロビー通信  vol.78

201810 11 10月19日（金）～10月24日（水）

東北工業大学 写真部

写真部「後期展」

本展は、東北工業大学写真部で行う今年度2度目の
写真展です。部員各々の見ている世界が、作品として展示
されています。各自で撮影した写真が持ち寄られている
ので、さまざまな世界観がある事を感じられるでしょう。作品を通して、部員たちの活動の
様子などを感じていただけたら幸いです。ぜひお立ち寄りください。

C

第1回みやぎ伝統工芸士逸品展～技術･技法を伝えるために～
10月26日（金）～10月31日（水）

主催：宮城県伝統工芸士会
後援：東北経済産業局、宮城県
協力：東北工業大学、宮城伝統こけし連合会、雄勝硯生産販売（協）、
　　　鳴子漆器（協）、仙台箪笥（協）

宮城県伝統工芸士会による「みやぎ伝統工芸士逸品展」
を初めて開催いたします。伝統工芸士は、経済産業大臣
認定資格を経て、（財）伝統的工芸品産業振興協会が
認定事業を行い、県内では24名が認定されております。
国の伝統的工芸品に指定された「みやぎの伝統こけし」「雄勝硯」「鳴子漆器」「仙台箪笥」
の産地において技術・技法などを次世代に伝えるなどの活動を行っております。ぜひお出で
いただき、工芸品の良さを感じていただければ幸いです。

D

書道展　木もれ日の聲
11月9日（金）～11月14日（水）

高橋 温子・大林 政夫

時の流れの中から生まれた音。季節の中に溢れでる
声。時と音色の中から綴られた創作詩による書道展。
アートインストーラーによる、展示の妙も楽しめます。
会期中展示作品も含む書と詩集の販売もいたします。

F

DSA 2018空間デザイン賞 仙台展
11月16日（金）～11月21日（水）

一般社団法人 日本空間デザイン協会 東北支部（Design Space Association）

「空間デザイン賞」とは、一般社団法人 日本空間デザイン
協会（本部：東京）が主催する、世界最大規模の空間
環境系デザイン賞です。空間におけるコミュニケー
ションデザインの創造を目指す優秀なデザインを
毎年顕彰し続けてまいりました。本年度も多数の応募
作品が寄せられ、そのなかから厳選されたグランプリ
及び各賞作品の写真パネル全国巡回展を仙台でも
開催いたします。

G

東北工業大学 建築学科

第33回東北建築フォーラム
第12回 ｢東北の建築を描く展｣入賞作品展

11月23日（金）～11月28日（水）

東北6県にある建築､都市､街並み､集落などに広く
関心を持ってもらうために、東北工業大学が主催して
いる「東北の建築を描く展」への出品作品から、入賞
作品を展示、公開します。

H

第11回 「東北の建築を描く展」小学校の部大賞
「わかまつじょうのはる」

平山 幸（会津若松市立一箕小学校1年）

10月5日（金）～10月10日（水）

東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 盧慶美研究室

ナツラル展

夏とナチュラルを掛け合わせた「ナツラル」という言葉を
つくり、作品展のテーマとしました。学生7名がそれぞれの
手法で自然的でありのままの夏の様子を表現しました。
夏をより好きになってもらえるような作品展となって
います。ぜひ、ご覧いただければ幸いです。

A

10月12日（金）～10月17日（水）

共催：東北工業大学 地域連携センター・COC推進室、熊本県伝統工芸館、
　　  みやぎ地場産品開発流通研究会

平成30年度 熊本の工芸支援展と宮城の工芸展

平成28年熊本地震において工房が被災している工芸家を
支援するため、工芸品の展示販売会を昨年度に引き続き
開催します。併せて、みやぎ地場産品開発流通研究会の
協力により、県内工芸産地などの工芸品の展示販売会
と、本年5月に逝去されました宮城の工芸界のリーダー
的存在であった、鳴子漆器（協）理事長の後藤常夫氏の
足跡と作品などを展示するコーナーも設置いたします。

B

そうじからはじまる「民家再生」のものがたり
11月2日（金）～11月7日（水）

不破 正仁（東北工業大学 建築学科 講師）・小山 雄資（鹿児島大学 准教授）

「そうじ」は建築ストックの再生手法のひとつとして、
遺産を発見する機会であるにとどまらず、継続的な
営みとして価値を発見・創出していくプロセスに位置
付けられます。ここでは、「そうじ」からはじまった建築
ストックの再生のものがたりの一端を模型や図面を
通してご紹介いたします。

E



P

小川 淑人（東北工業大学 共通教育センター 教授）

市民公開講座 No.447 11月2日（金）18：00～19：30

順列の話

昔流行ったスライドパズルは、1から15までの数字が書かれたピースを、正方形のますに
整列して右下隅を空白とするものです。できるとうれしいのですが、できないときもあります。
できないときは必ず14と15が逆転して出てくるのでした。この違いがどこからくるのかを、
順列を使って説明します。

Q

高橋 哲徳（東北工業大学 共通教育センター 教授）

市民公開講座 No.448 11月9日（金）18：00～19：30

映画における人物造形

ハリウッド映画を主な素材として、映画における人物造形の基礎的事項について解説
します。多くの小説や劇と同様に、映画においても複数の人物が登場し、その性格づけに
応じて、物語の中でそれぞれの役割を果たします。この講座では、さまざまなタイプの
登場人物の機能について、具体的な場面を鑑賞しながら検討します。

T

亀井 あかね（東北工業大学 経営コミュニケーション学科 講師）

市民公開講座 No.450 11月30日（金）18：00～19：30

大学のICT教育：文科系大学生に求められるICTビジネススキル

時代の変遷に伴うICT技術の発展や社会の要請を受けて、大学教育ではさまざまな形で
「ICT（情報）教育」が行われています。本講座では、本学ライフデザイン学部経営コミュニ
ケーション学科におけるICT教育のカリキュラムの位置づけについて解説し、大学生が
就職後に必要とされるビジネススキルとしてのICT能力についてお話しします。

S

鈴木 淳（東北工業大学 共通教育センター 准教授）

市民公開講座 No.449 11月16日（金）18：00～19：30

TOEICⓇ L&Rテスト講座（実践）

大学入試や就職活動、または会社での昇進や転職など、さまざまな場面で利用できる
英語資格についての講座（応用編）です。600点以上に必要な語彙問題などを中心に
扱います。本講座では、すべてオリジナルの問題を用いて、リーディングの各パートの
解き方を解説します。（※過去に行った講座とは内容や問題が異なります。）
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市民公開講座 No.443 10月12日（金）18：00～19：30

英会話は耳から鍛える！Part Ⅰ

L

サイモン ダニエル クック（東北工業大学 共通教育センター 准教授）

市民公開講座 No.444 10月19日（金）18：00～19：30

英会話は耳から鍛える！Part Ⅱ

英語を始めようと考えているあなた、または、英語の勉強に苦しんでいるあなたに、
本講座では、英語のリスニングの技をたくさん楽しく教えます！

GALLERYの続き

2F ホールイベントのご案内
入場／無料（ご予約は不要です）  定員／120名

2F ホール利用のご案内
利用時間／10：00～19：00　　休館日／日曜日・祝日・木曜日

HALL

市民公開講座 サンモール一番町商店街振興組合の協賛で行っております。

まちなか美術講座 宮城県美術館の学芸員が美術作品の魅力についてお話しします。

まちなか博物館講座 仙台市博物館の学芸員が歴史、美術、文化などの魅力についてお話しします。

井手 遥己（東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 3年生）

「雨のちAllez!!」展
11月30日（金）～12月5日（水）

ものごとの見方は人それぞれ、この（人が生きていく
上での）事実をテーマにした展示になります。作品に
表現される、それぞれの世界観を感じていただけた
らと思います。ぜひ、お立ち寄りください。

I
宮城県美術館のスタッフによる「まちなか美術講座」。
2018年度は美術館の所蔵する作品の中から代表的な作品を選んでお話しいたし
ます。

＜まちなか美術講座＞

尾竹 竹坡≪太陽の熱≫（三幅対の一）1920年、絹本着色

菅野 仁美（宮城県美術館 学芸員）

まちなか美術講座（第56回）

M 10月20日（土）13：30～15：00

尾竹 竹坡（月の潤い･太陽の熱･星の冷え）

特別展「戊辰戦争150年」開催にあわせ、戊辰戦争時の仙台藩の動向について
解説します。

聴講ご希望の方は、1名様につき1枚の往復はがきに、講座タイトル・
住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入のうえ、下記までお申し込み
ください。なお、応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は申込
締切後、10月24日（水）以降に返信はがきにてご連絡いたします。

まちなか博物館講座（第6回）＜申込み制･定員120名＞

〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）
東北工業大学一番町ロビー「まちなか博物館講座」係
TEL：022－723－0538

お申込み
お問い合わせ先

R
中武 敏彦（仙台市博物館 職員）

「戊辰戦争150年 ― 仙台藩の選択」
11月10日（土）13：30～15：00
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J

盧 慶美（東北工業大学 クリエイティブデザイン学科 准教授）

市民公開講座 No.442 10月5日（金）18：00～19：30

「褓子器から読み解く朝鮮時代の社会と女性」について

韓国の風呂敷である褓子器に施された模様を通して、当時の社会で求められた女性
たちの暮らしについて紹介いたします。
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